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　日
本
最
大
の
パ
ー
ソ

ナ
ル
ギ
フ
ト
と
生
活
雑

貨
の
国
際
見
本
市
で
あ

る
「
第
73
回
東
京
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
フ

ト
・
シ
ョ
ー
春
２
０
１

２
」
が
２
月
８
日（
水
）

〜
10
日（
金
）に
か
け
て

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で

開
催
さ
れ
、富
士
吉
田
織

物
協
同
組
合（
勝
俣
明
美

理
事
長
）が
出
展
し
た
。

　「
日
本
経
済
Ｖ
字
回

復
へ
の
シ
ナ
リ
オ
が
見
え

る
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
た

今
回
の
ギ
フ
ト
シ
ョ
ー
は
、同
時
開
催
を
含
め
展
示
規
模
８
万

6
，4
1
0
平
米
、出
店
社
数
は
2
，5
1
2
社（
う
ち
海
外
22
カ

国
・
2
3
2
社
）で
、パ
ー
ソ
ナ
ル
ギ
フ
ト
に
関
わ
る
国
内
外
の
小

売
・
卸
売
業
者
延
べ
20
万
人
が
来
場
し
た
。

　同
組
合
で
は
、５
年
前
に
産
地
総
合
展
を
一
新
し
、主
要
な
国

内
の
展
示
会
へ
の
出
展
を
積
極
的
に
進
め
て
お
り
、当
産
地
の
特

徴
で
あ
る
細
番
手
･
高
密
度
･
先
染
め
の
製
織
技
法
を
生
か
す

た
め
の
方
向
性
と
し
て
、新
し
い
表
現
、糸
の
複
合
、後
加
工
へ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
な
ど
に
よ
る
高
付
加
価
値
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

今
回
の
展
示
会
で
も
斬
新
で
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
に
あ
ふ
れ
た
新
商

品
を
展
示
し
た
。

　今
回
は
、自
社
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
開
発
を
行
っ
て
い
る

５
社
が
出
展
し
、エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
の
ニ
ー
ズ
を
リ
サ
ー
チ
し
、現

代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
マ
ッ
チ
し
な
が
ら
富
士
吉
田
織
物
の
独

自
性
を
生
か
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

商
品
を
展
示
し
た
。ま
た
、東
京

造
形
大
学
テ
キ
ス
タ
イ
ル
専
攻

の
学
生
と
の
産
学
共
同
開
発
に

よ
る
企
画
展
示
も
あ
り
、確
か

な
技
術
に
裏
付
け
さ
れ
た
、当

産
地
の
商
品
の
新
た
な
方
向
性

を
示
す
有
意
義
な
展
示
会
と
な

っ
た
。

　出
展
企
業
は
次
の
通
り
：

㈱
前
田
源
商
店
、㈲
富
士
商
事
、

舟
久
保
織
物
、㈲
田
辺
織
物
、

光
織
物

業
界
の
資
格
標
準
を
目
指
し
て

　  

〜
一
般
廃
棄
物
処
理
講
習
会
の
開
催
〜

一般社団法人 山梨県一般廃棄物協会T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・

〜
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
学
ぶ
〜

迫
り
来
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
影
響
と
対
策

山梨協豊事業協同組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

富
士
吉
田
産
地
織
物
展
開
催

富士吉田織物協同組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

安全衛生研修はグループワークで行われた

講師の廣瀬氏

色とりどりの商品が並んだ出展者のブース

来場者への商品説明

熱心に聴講する組合員企業役員ら

講師の野口秀行氏

　山
梨
協
豊
事
業
協
同

組
合（
桜
井
洋
理
事
長
）

は
2
月
3
日（
金
）、ホ
テ

ル
ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス
甲
府

に
お
い
て
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が

及
ぼ
す
自
動
車
業
界
へ

の
影
響
と
対
策
」
と
題
し

た
研
修
会
を
開
催
し
た
。

講
師
と
し
て
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
に

詳
し
く
県
内
外
で
講
演

実
績
の
あ
る
ノ
ー
ス
ア
ジ

ア
大
学
経
済
学
部
特
任

教
授
の
野
口
秀
行
氏
を

お
招
き
し
た
。当
日
は
組

合
員
企
業
の
役
員
等
21

名
が
出
席
し
、熱
心
に
研
修
を
受
け
た
。

　研
修
で
は
、日
本
へ
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
を
要
請
す
る
ア
メ
リ

カ
側
の
意
図
に
つ
い
て
、自
国
の
経
済
低
迷
が
深
刻
化
し
て
お
り
、

そ
れ
を
解
消
さ
せ
る
た
め
日
本
及
び
勢
い
の
あ
る
環
太
平
洋

（T
rans-P

acific

）地
域
へ
の
進
出
を
狙
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
と
論
じ
た
。

　ま
た
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
導
入
後
の
自
動
車
業
界
へ
の
影
響
と
そ
の
対
策

に
つ
い
て
も
述
べ
ら
れ
た
。ア
メ
リ
カ
側
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
導
入
に
伴
い
、

日
本
の
環
境
規
制
の
緩
和
を
求
め
て
く
る
。こ
の
環
境
規
制
は
、ア

メ
リ
カ
が
最
も
苦
手
と
す
る
分
野
だ
か
ら
で
あ
る
。Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
現

実
と
な
れ
ば
、こ
の
環
境
規
制
の
緩
和
も
現
実
と
な
る
と
思
わ
れ

る
。そ
の
時
に
重
要
と
な
っ
て
く
る
の
が
、日
本
の
技
術
力
、開
発

力
で
あ
る
。こ
れ
ら
の
力
に
よ
り
、現
在
の
自
動
車
産
業
は
、厳
し

い
日
本
の
環
境
規
制
に
も
耐
え
て
き
た
。今
後
は
、こ
の
技
術
力
、

開
発
力
を
よ
り
伸
ば
し
、ア
メ
リ
カ
が
追
い
つ
け
な
い
よ
う
な
自

動
車
の
開
発
、真
似
で
き

な
い
よ
う
な
技
術
が
必

要
と
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う

と
の
見
通
し
を
語
っ
た
。

　研
修
を
終
え
た
組
合

員
は
、「
今
回
の
研
修
を

受
け
て
、幅
広
い
眼
を

も
っ
て
こ
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の

対
策
を
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
、と
い
う

こ
と
が
わ
か
っ
た
。」
と

述
べ
て
い
た
。

　一
般
社
団
法
人
山
梨
県

一
般
廃
棄
物
協
会（
会
長
：

篠
原
充
）は
、２
月
４
日
、中

央
会
研
修
室
に
て
会
員
企

業
の
廃
棄
物
処
理
責
任
者

を
対
象
に
廃
棄
物
処
理
管

理
者
講
習
会
を
開
催
し
た
。

　こ
の
講
習
会
は
、一
般
廃

棄
物
の
処
理
事
業
を
行
う

た
め
に
必
要
と
な
る
法
規
、

実
務
及
び
安
全
衛
生
に
つ

い
て
の
知
識
を
習
得
し
、会

員
企
業
の
収
集
運
搬
業
務

の
適
格
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
さ
れ
、会
員
企
業
の
責
任
者
55
名
と
市
町
村
の
廃
棄

物
担
当
者
６
名
が
参
加
し
た
。

　講
習
は
、企
業
理
念
や
経
営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
を
中
心
と
し
た

「
廃
棄
物
処
理
概
論
」（
講
師
：
山
坂
右
内
氏 

㈱
メ
イ
キ
ョ
ー
技

術
顧
問
）、一
般
廃
棄
物
の
関
連
法
令
等
を
中
心
と
し
た
「
廃
棄
物

処
理
関
連
法
規
」（
講
師
：
山
口
幸
久
氏 

環
境
整
備
課

　廃
棄

物
対
策
指
導
監
）、廃
棄
物
収
集
運
搬
の
実
務
に
つ
い
て
の
「
一
般

廃
棄
物
処
理
実
務
」（
講
師
：
廣
瀬
典
仁
氏 

エ
コ
・
ワ
ー
ク
ス
研

究
所
代
表
）、従
業
員
の
労
務
災
害
防
止
の
た
め
の
「
安
全
衛
生

（
労
働
災
害
）」（
講
師
：
加
藤
里
美
氏 

特
定
社
会
保
険
労
務
士
）、

「
安
全
衛
生（
運
行
管
理
）」（
講
師
：
野
口
政
治
氏 

自
動
車
事
故

対
策
機
構
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

の
５
つ
の
講
義
に
分
け
て

開
催
さ
れ
た
。

　ま
た
、全
講
義
終
了
後
に

は
、講
義
内
容
の
理
解
度
を

計
る
た
め
の
小
テ
ス
ト
が

開
催
さ
れ
、一
定
の
点
数
を

ク
リ
ア
し
た
参
加
者
に
対

し
て
受
講
修
了
証
が
配
布

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。受

講
修
了
証
は
３
年
更
新
で
、

今
後
は
こ
の
修
了
証
が
業

界
の
資
格
標
準
と
な
る
よ

う
講
習
内
容
を
充
実
さ
せ

て
、行
政
に
対
し
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。


